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AppliedEntomology,TaishoPharmaCuticalCo.,Ltd.)

OctaChlorodipropylether(S-421)の共力作用について 柿 地史 (大正撃法難株式会社研究部防虫科学

研兜L_it.)

Pyrethroids系殺虫剤のJUJ刑として piperonyl

butoxideが故もよく知られており. その)UJL′l判 に

凹する研兜も少なくない. しかし,a11ethrinに対し

てそのjt:･力作用は低く,これを開発するための研兜 も

きわめてすくない.近年新しい共力剤,Octachloro･

dipropylether(一般名.S-421)が Adolphi(1958)1)

によって開発された.なお,S-421は従来より効果的

といわれている共力剤と男なり,構造中に methyl･

enedioxiphenyl基をもたない共力剤である. また,

これは pyrethrinsによりも allethrinに対して揃い

八･力効架を持つことが明かにされた.しかし.ljfJJ効

Iniや作FT]機作にLgする研兜は少なく,今後,出兆への

利用も考えられるfrR状よりみて,現在までの研死経過

をとりまとめ現状を明かにした.

1. 共力効果

既存の pyrethroids系殺虫剤に対するS-421の火

力効果は pyrethrinsに対しては P.butoxideより

も劣ることが JoneseiaL.(1960)22).Price(1960)27),

Inchoetal.(1962)21),柿 (1962)7㌧ 武術ら(1963)3㌧

などによって報告された. しかし.allethrinや他の

殺虫剤に対して補い共力効果を持つことが安富(1960)

30),柿 (1962,63)7･○),TnchoeEal.(1962)21),武和

ら(1963)3)によって明かにされた.なお,柿(1969)1即

はイエバエJ戊山に対する致死の火力効架を検討し.火

力効米は pyrethrinsに対してはP.butoxideが綬れ

ており,〟-propylisome,safroxanがこれにつぎ,

allethrinでは S-421が顕著な.火力効果を示し,sa.

froxan がこれに次ぐことを確かめた. また,Bard

thrin,Dimethrinに対してもS-421が効栄的である

ことを明かにした.さらに,噴諾降下法でイエバエ成

山に対する致落下仰転の共力効果を検討し,S-421は

致死の切介と同様に allethrinに効果的であることを

明かにした.また,Phthalthrin,Barthrin,Dime-

thrinについても効果的であることを明かにした.

以上の結果から考えて,S-421は合成 pyrethroids

に特異的な作用を示す共力剤ではないかと考えられる.

なお,この特異性は他の殺虫剤に対しても共力効果を

示す可能性を示唆するものである.

共力剤の効果は蚊用刑乱 実験方法.効力評価の基

郡などによってbTl:なることが知られている.特に蚊取

線番のようなf!j殊な仙川はではlYI･通の剤型の場合と火

力効架のあらわれかたがydなる.艮沢ら(1950,52)25･26)

は油剤によるPErlli火映やその他の野望刑で侍れた火力効

果を示す P.butoxide も pyrethrin5枚氾綿布に綜

加した実験では企く八ノJ効火のなかったことをWjル .

物理的FEj･囚により大きくWIIPiを受けることを/Ti唆した.

その後.枯ら (1962,69)りのはイエバエを用い.alle･

thrinに S-421をu介した蚊取綿布について快諾tJL.

肝門:な北ノJ効架のあることを明かにした.また.アカ

イエカ城山 を用い.P.butoxide,synepirin-500,

MGK-264およびS-421の火力効邦について火映を行

ない.S-421以タtの火ノJ剤は致死坤;を印加させる帆lL･]

はあったが致桁下仰,WL:は八･JJ刑の氾用.rltの増加にした

がってllnIした.しかし.S-421は致死.致紡下仰転

のいずれに対しても効ni的で他の八ノJ刑と作用機作の

Jfd.なることを示した.

林(1967)12)は非力剤の鮎川判合と火力効果を0.5m3

邪型法田法により,エアゾール製法剤を用いて検討し,

1:3以上の混用は顕著な効力の増大 を導びかないこ

とを明かにした.

また,林ら(1965)18)は油剤や乳剤と製剤的性田の)｡hT･

節1表 イエバェ成虫における Pyrethroidsに対する-)t･力剤の火ノJ効災 (LD仙

Pyrethroid

I.;,,,川 里 lt

P.butoxide

MGK-264

Safroxan

S-421

〟-Propylisome

Pyrethroid叩川

Pyrethrins I Allethrin

1:5 1 :10I 1:5 1:10
0.076 0.054

0.603 0.576

0.099 0.051

0.101 0.059

0.086 0.096

0.470

0.231 0.166

0.251 0.168

0.159 0.131

0.182 0.080

0.275 0.171

0.573

/fg/イエバェ雌)ll)

Phtalthrin l Barthrin F Dimethrin

2.08
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第 2表 共力剤混用蚊取線香のアカイエカに対する効果10)

供 試 薬 剤 L実験回数 恒 虫 数 I K(TbT,50 日j莞嬰懲 弓

0.5%allethrin
に対する効力咽
強度

0.5%allethrin

+ P.butoxide 0.5%

2.5%

5.0%

0.5% allethrin

+ S-421 0.5%

2.5%

5.0%

0.5% allethrin

+Synepirin-5000.5%

2.5%

5.0%

0.5% allethrin

+ MGK-264 0.5%

2.5%

5.0%

0.1% allethrin

0.2% allethrin

0.4%allethrin

0.6%allethrin

0.8%alletbrin

1.0%allethrin

0.5% allethrin

6

5

5

7

7

4

4

1

7

4

2

2

2

2

261

314

333

296

275

279

108

96

101

209

103

99

213

194

569

436

588

196

262

なろ除山舶粉剤に対する S-421の共力効果について

検討した.この実験では pyrethrinsの効力低下を促

進するため,37oCのtLi氾相中で1カ月から12カ月間

保存し,定iylr(.JGこ殺虫力を調べ,共力剤の効力持続性

を観察した.P.butoxideを混用した粉剤やS-421を

用いたものでは12カ月を経過しても効力の低下は観察

されなかった.このように pyrethrins油剤では共力

効果のなかった S-421が粉剤では P.butoxideと同

程度の効果を示したことは興味ぶかい.

以上のように,共力効果の現われかたがそれぞれ異

なることは兆力作用の要因の多様性を示唆し,実用製

剤では物FJ!的化学的性質が大きくBg係することを示す

ものである.

2. 作用樺作

共力剤の作用機作は殺虫剤のPLi誠粒子の安定化 飛

朔活動の刺激,pyrethroidsの解毒分解の阻害などが

あげられ, これ に関する研究は methylenedioxy･

phenyl基をもつ化合物,とくに P.butoxideを用い

て行なったものが多い.現在までのところ,S-421に
関する研究はほとんどなく,今後,新しい共力剤の関

190

288

355

398

152

132

163

295

339

380

2

1

9

9

1

2

5

9

2

0

8

3

0

1

7

0

9

2

0

4

2

3

3

3

3

3

1

1

1

2

1

9

1

2

0

4

0

4

1

8

0

8

8

9

1

8

6

7

4

7

4

5

7

6

2

3

3

3

3

3
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発を行なうためにも作用機作を明かにする必要がある.

作用機作を解明する手がかりの一つとして,中細症

状の観察が行なわれた (林ら1965,69)17･lO).柿 (1969)

19)はLeg-Jerk法によるワモン3'キブ1)のEntomogr･

amsからpyrethrinsに P.butoxideを泡用した似

合興密と痘轡が同時に起り,allethrinと S-421では

早年智の後,激しい痘轡をともなうことをRJJかにし,Lit.
状の違いを指摘した.また,共力剤のワモンゴキブリ

の背脈管持動におよばす影響を検討し,S-421は細動

を抑制し停止にいたらしめ,P.butoxideではこのよ

うな傾向のないことを明かにした.このことはS-421

とP･butoxideでは作用機作の違いのあることをうら

ずけるものである.なお,共力剤の呼吸におよはす膨
奄劉こついて,ワモンゴキプI)を用いて火験を行ない.

S-421蝉独で佐用した場合,呼吸正が増加することを

明かにした.しかし,pyrethroidsにこれらの火力剤

を加えたことによる呼吸虫の特只的な変化は認められ

なかった.

Mitlinetat.(1955,56)23･24)は共力剤の特殊な作用
として,P.butoxideや他の methylenedioxypbenyl

化合物がそれ自身でイエバェ幼虫の発育を抑制する作
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郡3滋 ワモソゴキプt)の Leg-Jerk法による

申招托状Il)

tJち拭 ;P.13刑

Pyrethrins

Allethrin

処印綬の経過叫F-1fJ(分)と抑庇

1.4 1.4 2.4 0

2.1 0.6 0 0

1.1 2.1 0 0.8 1.3 0.9

Pyr.+S-421

票7;慧 F;.'; ::三 :.6 0.6 0.3 0

票7飢 5 ::; ::: ;.1 2.9 0

用のあることを明かにした.このように,イエバエ幼

虫の発fJ<を抑制する作用と共力作用が関連を有するこ

とは共力剤を開発するための新しい知見といえる.

従来,共力剤は昆虫の体表両における殺虫剤の浸透

を助長するものと考えられていた.しかし.放射性同

位元素で標識した pyrethroidsを用いた実験で,jf;･

力剤の混用は逆に Pyrethroidsの浸透を抑制すろこ

とが明かにされた (Winteringllam,1955;Hopkins

eta7.,1957;ChangetaL.,1964)28･20･8).林ら(1967)‖)

は†tl子川和ガスクロマトグラフィーにより,allethrin

の休円浸透rltと出皮現存用をbtT促 し,S-421は P.bu･

toxide,MGK-264,n-propylisomeと比校して浸透

性の抑制は咋皮であることを明かにした.またS-421

をqi独処理した場合,速かに体内に浸透し,24時間経

過した後の体表,体内よりの回収率は高く安定である

ことを明かにした.柿(1968)18)は共力剤をイエバェの

胴部門板に一定丑を塗布所定時間後に allethrinを処

W.して致死率を観察することによって共力剤の効力持

純性を明かにした.P.butoxideやS-421は牧布後,

24時r.TrJ按に allethrinを処Fn.しても打いjUJ効架を,I(

すことからLI三伯･tfr仙こも'Rrji:な化合物といえる.

llC-pyrethroidsによる黙刑の浸透作.や代謝にIP.)し

ては Winteringham (1955)料.Bridges(1957),).

Hopkinsetat.(1957)加), ChangeLat.(1964)a),

YamamotoctaL.(1966)21)などの研兜があるが S-

421を加えた場合のft:,矧 こついての印il.(はない.

林ら(1968)ll)は 3H-pyrethroidsを用いて S-421

の浸透性や代謝について実験を行ない,S-421や

郡4…21 イエバエ成山にわけろalt-Allettlrinの

処刑後の相即.lr和と分祁 Il)

経過時m

l時m

供 試 黙 剤

Allethrinの分叩p!,It
(%)

体安 体内 排獅

Allethrin

+S-421

+P.butoxide

Allethrin

+S-421

+P.butoxide

Alletbrin

+S-421

+P.butoxide

Allethrjn

+S-421

+P.butoxide

+Safroxan

+Sulfox;de

+MGK-261

+n-p-Isome

37.2 57.8

30.5 68.3

47.5 50.4

17.2 70.6

29.6 66.0

42.4 55.4

19.6 67.7

28.0 65.3

41.6 56.6

6.0 43.1

5.3 91.7

16.0 77.1

8.0 86.4

14.3 78.1

7.6 50.6

12.8 77.3

0

2

0

5

1

2

9

0

9

6

6

8

9

0

3

6

5

7

1

9

5

4

p.butoxideの添加は pyrethroid9の体タト の排桝

を抑制し,体内への班Tl-･を悶めろことをnJ]かにした･

まT:,代謝刑 勿は5つに//I弼され.JUl刑の郁堺によ

る迎いはなく兆ノJ剤のコ:.ilAiな作FTl矧 乍は pyrethroids

の脈拍分解 を抑制するものとk.fi.諭した.まT=,林ら

(1968)13'は pyrethroids机fJ't性イエバエに対する共

)J剤の効只王を検討し,きわめて効卿 rjであることを明

かにした. このことは火力剤は pyrethroidsの解寿

分解を抑制することをうらすけるものと考えた･

3. そ の 他

pyrethroidsに共力剤を加えた場合の経折性につい

て Chadwick(1963)6),武術ら(1966)I)の和IL告がある

が,致死下仰転の共力作用については充分な検討がな

されていない.柿(1969)lO)は allethr;nと S-421の

1:5,phthalthrinと P.butoxideの1:5の糾合せ

が柁rtMrJであることをnJJかにし. なかでも allethrin

とS-421の机介せがElも維抗効果の絹いことをnJ]櫛に

した.

以上のように,S-421は介成 pyrethroids,ことに

allethrinに対して,致死.致鞘下仰転のいずれにお

いても耶い八･ノJ効果を示す柑兜的な共力剤といえる･

また,蚊取組苗のような特殊製剤に対しても強い共力

効果をしめし,物FIINt)化学的性質が大きく関与するこ

とが明かになった.また,S-421は昆虫自動能への好

191



防 虫 科 学 第 34 巻-ⅠⅤ

節5表･薬剤感受性の実る各種系統イエバエに対する Pyrethroids単用あるいは

共力剤を混用した場合のLD6｡値 (FLg/イエバェ雌)について13'

Allethrin
S-421 P.butoxide

8

6

7

2

8

4

8

9

1

4

3

3

0

1

0

1

3

3

7

6

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

9

9

2

2

9

4

8

6

7

3

8

7

2

0

2

4

3

2

4

0

0

0

0

0

0

0

4

3

1

0

8

1

4

1

7

8

4

8

6

4

5

5

4

1

1

8

3

0

0

1

8

2

1

2

Pyrethrins
ま用 S-421 P.butoxide

Phthalthrin
畔用 S-421P.butoxide

6

0

0

0

4
7

6

1

8

8

0

1
9

0

4

0

3

3

4
9

9

0

1

0

3

1

0

1

2

0

1

6

ウ】
5

2

3

5

5

2

6

5

8

0

0

1

1

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

7

6

6

6

0

4

5

9

6

5

9

4

2

1

0

1

3

2

2

2

0

0

0

0

0

0

0

1

1

4

1

4

9

4

7

4

7

8

1

2

2

3

4

7

4

4

0

0

0

0

0

1

1

1

1

0.149 0.083

0.149 0.109

0.251 0.264

0.372 0.159

0.316 0.102

0.170 0.219

0.295 0.205

皆よりみて P.butoxideと迫った生理作用を示すこと

が明かにされた.S-421は P.butoxideに比較して

pyrethroids表皮透過性の阻告が少なかった.なお.

S-421の主要な作用機作は P.butoxide と同様 に

pyrethroidsの脚i!3分脚の抑制にあると考えられT:.
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